
安全で安心な公園を活かしたまちづくり

平成30年度　～　令和4年度　（5年間） 睦沢町

・公園の供用面積4.06haから5.93haへ拡大する。

・公園におけるスポーツツーリズム事業の取り組みによる交流人口を0人（Ｈ28）から35,000人（Ｈ34）に増加

（H30当初） （R2末） （R4末）

公園の供用面積を計測する。

A6　都市防災・公園事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 R4 （百万円） 策定状況

A12-1 公園 一般 睦沢町 直接 睦沢町 - 特定地区公園事業（睦沢町総合運動公園） 計画面積　5.93ha 700 1.12 R3.3

小計（都市防災・公園事業） 700
Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 R4 （百万円）

小計 0

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 R4 （百万円）

小計 0

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 R4

小計 0

省略

工種
要素となる事業名事業者 事業内容番号

交付対象事業

睦沢町

市町村名

事業実施期間（年度）

番号
事業及び
施設種別

番号 事業者

番号

事業内容事業者 要素となる事業名

事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

35,000人

-

-

社会資本総合整備計画
計画の名称

交付対象

計画の目標

計画の期間

　既存公園を有効活用（拡大）し、あらゆる世代の人々がスポーツを始めるきっかけをつくり、スポーツを習慣づける起爆剤になる施設にするとともに、「スポーツツーリズム」の取り組みにより、町内外にアピールできる観光・イベント交流拠点としての機能を総合的に発揮し、交流
人口の拡大、地域経済の活性化を図ることを目標とする。

　　定量的指標の定義及び算定式

　　計画の成果目標（定量的指標）

当初現況値
備考

定量的指標の現況値及び目標値

最終目標値

重点配分対象の該当

Ｂ Ｃ

5.93ha4.06ha

中間目標値

700百万円全体事業費

公園における、スポーツツーリズム事業による利用者総数を計測する。 0人

--
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
Ａ 700百万円

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

費用便益比

Ｄ - 0.0%

市町村名

備考

備考

事業内容
（面積等）

省略
要素となる事業名 事業内容 市町村名

事業実施期間（年度）

工種
備考

備考

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）



安全で安心な公園を活かしたまちづくり

平成30年度　～　令和4年度　（5年間） 睦沢町

社会資本総合整備計画
計画の名称

交付対象

計画の目標

計画の期間

　既存公園を有効活用（拡大）し、あらゆる世代の人々がスポーツを始めるきっかけをつくり、スポーツを習慣づける起爆剤になる施設にするとともに、「スポーツツーリズム」の取り組みにより、町内外にアピールできる観光・イベント交流拠点としての機能を総合的に発揮し、交流
人口の拡大、地域経済の活性化を図ることを目標とする。

重点配分対象の該当

交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。

配分額
（a）

0.0% 50.6% 68.9%

R4

-
用地取得の遅延

による
本工事の遅延に

よる

0 0 0

0

0

0 21.3

14.5

H30 R1 R2 R3

14.5

不用額
（h = c+d-e-f）

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

未契約繰越＋不用率が10％を超えている場
合その理由

42.0

42.0

21.3

21.3

95.0

△ 44.0

51.0

49.8

49.8

翌年度繰越額
（f）

うち未契約繰越額
（g）

20.7 22.5

前年度からの繰越額
（d）

支払済額
（e）

14.5

0

計画別流用
増△減額
（b）

交付額
（c=a+b）



（参考様式３）参考図面

計画の名称 安全で安心な公園を活かしたまちづくり

計画の期間 平成30年度　～　令和4年度　（5年間） 睦沢町交付対象

A12-1

特定地区公園事業



計画の名称：安全で安心な公園を活かしたまちづくり

事業主体名：睦沢町

チェック欄

　１）計画の目標が町の総合戦略と適合している。 〇

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 〇

　１）地域の課題を踏まえて事業内容が検討されている。 〇

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 〇

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 〇

　３）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 〇

　１）十分な事業効果が確認されている。 〇

　１）まちづくりに向けた機運がある。 〇

　２）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 〇

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 〇

　２）事業実施のための環境整備が図られている。 〇

⑤地元の機運

⑥円滑な事業執行の環境

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

②事業の効果

社会資本整備総合交付金チェックシート(事前評価）

Ⅱ．計画の効果・効率性

①目標と事業内容の整合性等

①上位計画との整合性

②地域の課題への対応


